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Isotope Dilution Analysis of Potassium by an M.I.T. 
Type Surface Emission Mass Spectrometer 
Seiji Nakamura 
Abstract 
A minute amount of potassium in distilled water， deionized water obtained through a resin 
and also in polar snow can be successfully determined by isotope dilution method using a mass 
spectrometer equipped with a newly devised single五lamenttype ion source. 
This mass spectrometer is excellent enough to determine 10-6 g of potassium in 1 g of water， 



























中央のフィラメントに通じる電流を 103 Ampきざみで上昇せしめ 2-3時間を要して 0.6
Amp程度に達せしめると試料の蒸発がすすみ同時に熱電子によりはじめて K+のイオンを得
ることができる。これを 3，600Voltの電圧により加速しスリットとレンズ効果を与えてイオン










α 8.Jスパイク中の 41K/39K)_(スパイク中の 39K存在率)(混合物中の 41K/39K)Z 川 一一一
f' (混合物中の 41K/39K)(試料中のぬK存在率)-(試料中の 41K存在率)



















































スは Fig.5に示すようにフィルターで漉過したのち純水にて 2回洗浄し 0.2kg(m2の圧力でス
テンレス容器中に吸きこんだが濃縮中に外気の流入による汚染を防止した。
41Kスノミイク標準溶液は次のようにして調製した。
41K同位元素を 24.97mg秤取し純水に溶解して 101.76m.eとする。 これは 100m.e中に換
















































































1対とし Fig.8のように 41Kの中聞に垂線をひき， ピークの高さを求めた。 なお 1個の試料
につき 10点の同位体比を求めこれを平均した。
11-6-4分析値
Common K及び 41Kスパイクについて各々 Table1， 2のような分析結果を得ることがで
きた。
























41Kスノミイク (0.5143pg， Sesitivity X 10) 
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15.85 x 300 
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二三尚早 1_:4~KÎ3~Æ 1 ~.王子
41K 6.620/0 I 41K 99.180/0 
41K!39K 0.0711 I 41Kj39K 121 
精度 0.5% I *f 度 1.00/0 
検出感度 5xlO .13 g I i険1)1感度 5xlO 14 g 



















































加速電圧 (H.V) 3，600 Volt 
マルチプライヤー電圧 2，500 Volt 





Table 5. イオン交換水中の Kの分析値
(Sensitivity X 1，000) 
39K 41K I 41Kj39K 
3.58 X 300 16.68 X 1，000 15.53 
3.58 X 300 16.68 X 1，000 15.53 
3.60 X 300 17.00 X 1，000 15.74 
3.60 X 300 17.00 X 1，000 15.74 
3.61x300 17.02X1，000 15.62 
3.62 X 300 17.02 X 1，000 15.67 





8 3.62x300 I 17.Olx1，000 I 15.66 
9 I 3.63x300 I 17.OlX1，000 15.62 
10 I 363x300 I 17.Olx1，000 i 15.62 
リウムイオン濃度は 1kg中に 0.21μg含有さ 一一~.~I- ート一一
半均 I 15ん







カリウムの分析においてアイソバーの問題があり，コンモン K 中の 40Kとコンモン Ca中
の 40Caは同じ質量数ではあるが K のビームは 0.6Amp前後に出現するのに対し Caは1.8
Ampの高いフィラメント電流で出現する。 このため Caのビームが出現する前の低フィラメ
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